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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
「
経

済
の
回
復
」
に
は
、
個
人

消
費
の
拡
大
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

欧
州
で
は
、
付
加
価
値

税
を
軒
並
み
引
き
下
げ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
や
英
国
で

は
、
賃
金
や
最
低
賃
金
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
反
し
て
先
進
国
で
唯
一

賃
金
が
下
が
り
続
け
て
い

る
日
本
で
は
、
今
回
の
危

機
を
よ
り
深
刻
に
し
て
い

ま
す
。

全
労
働
者
に
月
額
２
万

５
千
円
の
賃
上
げ
に
は
、

内
部
留
保
を
数
パ
ー
セ
ン

ト
取
り
崩
す
だ
け
で
可
能

で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
調
査
で

は
、
「
公
私
の
時
間
区
別

が
つ
か
な
い
」
が
７
割
、

「
長
時
間
労
働
に
な
る
」

が
５
割
で
す
。
半
数
以
上

の
人
が
「
残
業
申
告
せ
ず
」

「
残
業
申
告
し
ず
ら
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
客
観
的
な
記
録

（
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
時
間

な
ど
）
で
適
正
な
管
理
を

使
用
者
が
講
ず
べ
き
と
し

て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
を

契
機
に
、
労
働
時
間
で
は

な
く
、
仕
事
の
成
果
で
評

価
す
る
「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

残
業
申
請
を
抑
制
す
る
だ

け
で
な
く
、
長
時
間
過
密

労
働
が
蔓
延
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
制

度
で
は
、
ジ
ョ
ブ
＝
仕
事

が
必
要
と
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
雇
用
が
保
障
さ

れ
な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
非
正
規

労
働
者
の
解
雇
・
雇
止
め

が
増
え
て
い
ま
す
。
企
業

の
安
易
な
リ
ス
ト
ラ
を
許

さ
ず
、
雇
用
確
保
の
た
め

の
公
的
支
援
も
必
要
で
す
。

「
パ
ー
ト
・
有
期
法
」
で

は
、
正
規
と
非
正
規
の
間

の
不
合
理
な
格
差
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
雇
用
差

別
・
賃
金
差
別
を
な
く
し
、

均
等
待
遇
を
実
現
し
よ
う
。

２
０
２
１
年
春
闘
は
、
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
賃
金
大
幅
引

き
上
げ
・
底
上
げ
を
は
か
り
誰

も
が
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社

会
を
、
コ
ロ
ナ
便
乗
リ
ス
ト
ラ

を
許
さ
ず
雇
用
の
確
保
を
、
い

の
ち
が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
医
療
・
社
会
保
障
と
公
共

体
制
を
、
な
ど
の
要
求
を
掲
げ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

大
企
業
は
前
年
か
ら
１
０
兆
円

を
積
み
増
し
て
４
５
９
兆
円
の
巨

額
の
内
部
留
保
を
た
め
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
内
部
留
保
の
ご
く
一

部
・
数
％
を
賃
金
に
還
元
す
れ
ば
、

数
万
円
の
大
幅
賃
上
げ
は
可
能
で

す
。電

機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
誰
で
も
月
額
２
万
５
０
０
０
円

以
上
、
時
間
額
１
５
０
円
以
上
の

賃
上
げ
」
の
獲
得
を
２
１
年
春
闘

の
基
本
要
求
と
し
て
呼
び
か
け
ま

す
。電

機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
電
機
で
働
く
非
正
規
雇
用
労
働

者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
労
働
者
が
、

電
機
連
合
の
年
齢
別
最
低
賃
金
制

度
（
日
立
の
事
例
：
２
０
歳
１
６

万
９
０
０
０
円
、
３
０
歳
１
９
万

７
５
０
０
円
、
４
０
歳
以
上
２
２

万
９
０
０
０
円
）
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
。
産
業
別
最
低
賃
金
と
し
て
、

「
い
ま
す
ぐ
時
給
１
０
０
０
円
以

上
、
１
５
０
０
円
を
め
ざ
す
こ
と
」

を
要
求
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制

度
の
確
立
、
最
低
時
給
１
５
０
０

円
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
１
３
１
万
人

の
非
正
規
労
働
者
が
職
を
失
う

（
総
務
省
）
、
上
場
企
業
の
「
早

期
・
希
望
退
職
」
の
募
集
が
１
万

８
０
０
０
人
を
超
え
る
（
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
）
な
ど
の
雇
用
情
勢

の
悪
化
が
発
表
さ
れ
、
雇
用
を
守

る
取
組
み
は
い
っ
そ
う
切
実
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

電
機
大
手
が
こ
の
９
年
間
で
56

万

人
を
超
え
る
正
社
員
の
リ
ス
ト
ラ

を
強
行
す
る
も
と
で
、
企
業
の
身

勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
に
反
対
す
る
日

立
リ
ス
ト
ラ
か
な
が
わ
対
策
会
議
、

東
芝
リ
ス
ト
ラ
対
策
会
議
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
リ
ス
ト
ラ
対
策
会
議
が
結
成
さ

れ
る
な
ど
、
雇
用
を
守
る
運
動
が

前
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
11

月
28

日
に
は
、
日
立
の

発
祥
の
地
・
茨
城
で
、
日
立
リ
ス

ト
ラ
茨
城
対
策
会
議
が
結
成
さ
れ
、

日
立
の
常
時
・
黒
字
・
統
廃
合
リ

ス
ト
ラ
に
反
撃
す
る
取
組
み
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

電
機
産
業
の
大
リ
ス
ト
ラ
、
コ

ロ
ナ
便
乗
リ
ス
ト
ラ
に
抗
し
て
、

電
機
の
仲
間
が
力
を
合
わ
せ
て
雇

用
と
地
域
経
済
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、

新
自
由
主
義
経

済
が
生
み
だ
し

た
社
会
の
ぜ
い

弱
さ
を
明
ら
か

に
し
、
連
帯
し

て
支
え
合
う
社

会
を
め
ざ
す
動

き
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
新
し
い
社

会
を
切
り
開
く

た
め
に
も
、
今

年
こ
そ
、
格
差

を
な
く
し
、
８

時
間
働
け
ば
、

誰
も
が
人
間
ら

し
く
働
き
く
ら

せ
る
社
会
へ
の

歩
み
を
大
き
く

前
進
さ
せ
る
春

闘
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

電 機 懇 「 ２ １ 春 闘 へ の 提 言 」 （ 骨 子 ）

一人でも入れる 困ったら

電機・情報ユニオンに相談を
〒142-0043 東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２F
Tel 03-6421-5323、Fax 03-6421-5324 Email：denkiunion@gmail.com

内
部
留
保
の
還
元
で

賃
上
げ
を

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
サ
ー
ビ

ス
残
業
を
な
く
そ
う

８時間働けば普通に暮らせる社会に

働
く
ル
ー
ル
と

安
定
雇
用
の
実
現
を

コロナ禍だからこそ、賃金大幅引き上げを
コロナ便乗リストラを許さず雇用の確保を

産
業
別
最
低
賃
金
は
、

時
給
１
５
０
０
円
に

雇
用
と
地
域
経
済
を

守
る
春
闘
に

内
部
留
保
を
活
用
さ
せ

大
幅
賃
上
げ
を

格
差
の
な
い

人
間
ら
し
く
働
け
る
社
会
を

2020年11月28日、日立リストラ茨城対策会議結成総会
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労働時間が

あいまい

うつになる 両立困難

必要経費が

持ち出し

◆在宅勤務を推奨しているが、残業代がつかなくなるため、

月の収入が大幅減少。業務は変わらないため、改善を必要。

(日立、正社員、５０歳代、男性)

◆通勤時間が無い為良いが、職場と環境が違い効率と誘惑が

多く仕事が捗らない。(東芝、正社員、５０歳代、男性)

◆ 時給の為、コロナで出勤日が大幅減となり給料が下がる。

週５日が週２日になっているが、他も仕事がないでしょう。

(パナソニック、非正規、３０歳代)

◆今はテレワークですが、いつ自宅待機に切り替わるか分か

らない。テレワークになり、光熱費が重荷。（他社は、会社

からテレワーク手当が出るが、うちの会社（NECグループ）

からは出ない。(ＮＥＣ、正社員、５０歳代、男性)

◆テレワーク中心で細かいコミュニケーションを取りづらく

なっている。(富士通、正社員、２０歳代、男性)

◆成績査定などは、今までも有って無い様な物。上司の好き

嫌いで決まる。仕事も適材適所では無いので成果が出ない事

の方が多い。会社を良くするためには、部や課単位で目標が

有れば良い。(ルネサス、正社員、５０歳代、男性)

◆ほとんど同じ業務をしているのに、正社員と契約（自分）

の年収の差がひどいと思います。(沖電気、非正規、３０歳代)

アンケートに寄せられた声！

生活改善必要額(月額)３万円以上が８１％に達す！
アンケートへのご協力ありがとうございました電機懇と電機・情報ユニオンが協同して取り組んだ２１春闘要求アンケートに

全国の職場から協力を頂きありがとうございます。１月初旬までに寄せられたア

ンケートの中間集計２２６枚（昨年３０２枚）の結果から特徴を報告します。

寄せられたアンケートは、非正規の方が１３.３％、再雇用者も７.１％でした。

男女比では、女性が１２.４％です。年齢分布は、２０歳代が７.１％、３０歳代

が２４.３％、４０歳代が２６.１％、５０歳代が３３.６％となっています。切実

な要望・意見が３８.９％の方々から届きました。「あなたの生活は、月額あと

いくら必要ですか」の加重平均は４万６７８７円となりました。

（％）

あなたの生活に月額あといくら必要ですか？（年代別比較）

生活実感では、「かなり苦しい」「やや苦

しい」を合わせると５４％と昨年より減少し、

「まあまあ」が３６％と増加しています。

年代別分類でのピークは、６０才代が８２

％で、２０歳代では４４％となっており、正

社員でも４７％と苦しい実態です。

残業時間での分類では、残業時間ゼロ

がもっとも高く７１％となっています。

健康分類では、健康と答えている人でも

３８％で、心の病で不安に感じている人が

７０％と最も高くなっています。

（％）

全体集計では、今までずっと最高の「年金・老後」が３７％と

なり、２番目であった「低賃金」４５％となっており、２０歳代で

も３７％となり、切実な課題となっており、３番目が「人員削減」

３３％と昨年と同様になっています。４番目が「長時間労働」

で、６０時間以上と回答した人が５６％と高かったです。

１６春闘時から設問している「処遇制度」に関しては、ベー

スアップが実現されず「成果主義」制度が導入されている中

で、「不透明な査定」がトップの４３％となり、「減給」が３７％、

「諸手当の廃止」で３７％、「一時金の格差」で３０％と続いて

います。「不透明な査定」と感じている人は、長時間労働で４

０時間～６０時残業している人が４４％となっています。

生活に月額あといくら必要ですか？では、金額的に３万円以上が全体で８１％となっ

ており、最高は再雇用が９４％で、正社員でも７８％となっており、残業が６０時間以

上となっている人でも８０％と生活の苦しさを反映して高額となっています。

（％）
２１春闘で初めて設

問した「テレワークで

困って いること」は、

右の円グラフの結果

となりました。

「必要な経費を持ち

出している」との回答

は、２０才～３０才が２

６％で、４０才～６０才

が５２％ と 家 庭環 境

の差が伺えそうです。

（％）


